
再開しました再開しました！！  子育てカフェ ～ミュージックケア～

生中継・録画中継で
本会議を傍聴できます。

議会映像配信の議会映像配信の
お知らせお知らせ

令和2年10月発行 No.61

令和元年度決算特集･･･････････････････P2〜 7
令和２年第２回臨時会の審議結果は？･･･ P8〜 9
令和２年第３回定例会の審議結果は？･･･ P10 〜13
ここが聞きたい！一般質問･“9人が質問しました”
　　　　　　　　･････････････････ P14 〜19
請願審査結果は？････････････････････････P19

私たちの税金が
　どのように
　　使われたのか
　チェックしたよ！

令和２年第４回定例会の予定
･････裏

表
紙 鉾田市マスコットキャラクター
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令
和
元
年
度
決
算
特
集　

歳
入
歳
出
決
算　

ど
う
使
わ
れ
た
の
？
私
た
ち
の
税
金

どう使われたの？ 私たち の税金
市民の皆さんが、鉾田市に納めている市税（市民税・固定資
産税・軽自動車税・たばこ税・入湯税）、国や県からの交付
金や補助金などがどのように使われたのかお知らせします。

一般会計　歳出一般会計　歳出

諸支出金5億409万円
基金積立金や他の支出
科目に含まれない経費

議会費 1億5,650万円
議会の運営のための経費

庁舎や財産の維持管
理、税金の徴収、戸籍、
選挙などの経費

農林水産業費7億2,909万円
農林水産業の振興を図るための
支援や生産基盤整備などの経費

高齢者や障害者の
福祉サービス、子
育て支援、生活保
護などの経費

健康診査や予防接
種、ゴミやし尿処
理などの経費

防災活動や消防活
動、消防車両整備
などの経費

学校教育、生涯学習
の充実、文化・スポー
ツの振興などの経費

災害復旧費1億231万円
災害により被災した施設な
どを復旧するための経費

道路や公園整備・維
持管理のための経費

市の借入金（市債）を
返済するための経費

商工費1億9,721万円
商工業育成や観光振興
などの経費

一般会計
歳入決算額 223億3,381万円

（前年度比 5.2％減）
歳出決算額 209億5,773万円

（前年度比 6.2％減）

特 別 会 計 国 民 健 康 保 険 後期高齢者医療 介 護 保 険 農業集落排水事業 公共下水道事業

歳　　入 7,278,203 528,441 4,912,697 226,854 820,070

歳　　出 7,146,465 526,159 4,774,786 212,967 518,912

企 業 会 計 水 道 事 業

収益的収支
収 入 1,195,826
支 出 1,150,044

資本的収支
収 入 283,481
支 出 735,188

（単位：千円） （単位：千円）

注）四捨五入により記載しています。

総務費総務費
16億6,177万円16億6,177万円

民生費民生費
71億7,718万円71億7,718万円

衛生費衛生費
20億4,412万円20億4,412万円

土木費土木費
21億9,585万円21億9,585万円

消防費消防費
13億9,874万円13億9,874万円

教育費教育費
25億3,595万円25億3,595万円

公債費公債費
22億5,492万円22億5,492万円

歳出総額歳出総額
209億5,773万円209億5,773万円
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集　

歳
入
歳
出
決
算　

ど
う
使
わ
れ
た
の
？
私
た
ち
の
税
金

次ページから
令和元年度に行わ
れた主な事業を
紹介します。

特 集 どう使われたの？ 私たち の税金
令和元年度 歳入歳出決算を集中審議

一般会計　歳入一般会計　歳入

各会計別決算状況各会計別決算状況

国や県が徴収した税の一部が市
に配分されるお金。自動車重量
譲与税、地方消費税交付金など

施設使用料、住民
票等交付手数料、
保育料、前年度繰
越金、特別会計か
らの繰入金など

国税（所得税・法人税・酒
税・消費税・地方法人税）
の一定割合を財源とし
て、一定水準の行政サー
ビスを受けられるよう
国から交付されるお金

特定の事務事業に対
して、国や県から市
に交付されるお金

市が必要な財源を国・銀行
などから調達する借入金

市民税、固定資産
税、軽自動車税、
市たばこ税など

特 別 会 計 国 民 健 康 保 険 後期高齢者医療 介 護 保 険 農業集落排水事業 公共下水道事業

歳　　入 7,278,203 528,441 4,912,697 226,854 820,070

歳　　出 7,146,465 526,159 4,774,786 212,967 518,912

※ 1「自主財源」とは、地方公共団体が自主
的に収入できる財源。市税、分担金及
び負担金、使用料及び手数料、財産収
入、繰越金、諸収入など。

※ 2「依存財源」とは、国や県により定めら
れた額が交付される財源。地方交付税、
国庫支出金、県支出金、地方譲与税、
市債など。

歳入総額歳入総額
223億3,381万円223億3,381万円

市税市税
52億7,607万円52億7,607万円

    ※1    ※1
自主財源自主財源
37.7％37.7％

     ※2     ※2
依存財源依存財源
62.3％62.3％

諸収入 他諸収入 他
31億3,689万円31億3,689万円

市債市債
13億150万円13億150万円地方交付税地方交付税

66億2,010万円66億2,010万円

国庫支出金国庫支出金
31億6,863万円31億6,863万円

県支出金県支出金
15億6,755万円15億6,755万円

地方譲与税 他地方譲与税 他
12億6,307万円12億6,307万円



44

令
和
元
年
度
決
算
特
集　

主
な
事
業
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ＨＵＧくむ子育てＨＵＧくむ子育て
応援事業応援事業

高齢者タクシー利用高齢者タクシー利用
助成事業助成事業

茨城国体開催事業茨城国体開催事業

道路整備事業道路整備事業

　紙おむつ２パック贈呈、子育てカフェの開催　紙おむつ２パック贈呈、子育てカフェの開催
などを行いました。などを行いました。

　市内の75歳以上の方に初乗運賃相当額を　市内の75歳以上の方に初乗運賃相当額を
助成する券の支給を行いました。助成する券の支給を行いました。

　第７４回国民体育大会スポーツクライミング競技会リハーサル大会及び本大会を開催。　第７４回国民体育大会スポーツクライミング競技会リハーサル大会及び本大会を開催。
期間中１４，０００名を上回る観客が訪れ、市の魅力を発信することができました。期間中１４，０００名を上回る観客が訪れ、市の魅力を発信することができました。

　国や県の補助金や合併特例債を活用した道路整備を行い、一般交通の安全確保と生活の利便　国や県の補助金や合併特例債を活用した道路整備を行い、一般交通の安全確保と生活の利便
性向上に努めました。性向上に努めました。
　令和２年７月、新市連絡道路 ( 仮称鉾田大洋線 ) は安塚～二重作間の供用が開始されました。　令和２年７月、新市連絡道路 ( 仮称鉾田大洋線 ) は安塚～二重作間の供用が開始されました。

812万円 466万円

２億４,７６０万円

９億7,888万円
（繰越含む）

新規 新規
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特 集
令
和
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年
度
決
算
特
集　

主
な
事
業
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

市商工観光課 HP　　ふるさとチョイス HP

令和元年度歳入歳出決算
主な事業をピックアップ

私たちの税金がどのような事業に
使われたのかチェックしてみましょう！

人口減少対策事業人口減少対策事業

ふるさと鉾田応援ふるさと鉾田応援
　　　  寄附記念品事業　　　  寄附記念品事業

大洋中学校区大洋中学校区
　  統合小学校整備事業　  統合小学校整備事業

　まちづくりコンテストで本市の魅力をＰＲ。い　まちづくりコンテストで本市の魅力をＰＲ。い
ばらき出会いサポートセンター登録費用助成やばらき出会いサポートセンター登録費用助成や
移住定住促進事業助成金の拡充を行いました。移住定住促進事業助成金の拡充を行いました。

　ポータルサイトを活用し、ふるさと納税制度　ポータルサイトを活用し、ふるさと納税制度
の周知やＰＲを行いました。の周知やＰＲを行いました。
寄附件数：6,590件、寄附金額：１億1,852万円寄附件数：6,590件、寄附金額：１億1,852万円

　前年度より繰越した用地購入が完了し、用地　前年度より繰越した用地購入が完了し、用地
造成・流末排水整備工事を行いました。造成・流末排水整備工事を行いました。

2,166万円

6,475万円

１億9,399万円
（繰越含む）

ふるさと納税とは生まれた故郷や応援した
い自治体に寄付ができる制度です。

ココが魅力
◎地域名産品などの返礼品をもらえる。
◎寄付金の使い道を指定できる。
◎寄付金のうち2,000円を超える部分につ
いて、所得税や住民税の控除を受けるこ
とができる。

※控除を受けるには確定申告が必要です。ただしワ
ンストップ特例制度を希望した場合には申告は不
要です。
※控除の上限額は収入や扶養人数等によって異なり
ます。

　○詳しくはこちらをご覧ください⇒

大洋小学校イメージ大洋小学校イメージ

〜市外にお住まいの
　ご親族やご友人におすすめください〜

※市内に住民登録のある方への返礼品はありません。

※写真はイメージです※写真はイメージです
ワンポイント！ ふるさと納税
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決
算
特
別
委
員
会

◎
令
和
元
年
度
鉾
田
市

　
　
一
般
会
計
決
算
を
不
認
定

委 

員 

長　

二
重
作　

茂
兵
衛

副
委
員
長　

入
江　

晃

委　
　

員　

議
長
を
除
く
議
員　

委
員
構
成

9月11日設置

令
和
元
年
度
決
算
特
集　

決
算
特
別
委
員
会　

主
な
討
論

主
な
討
論

議
案
第
１
号

令
和
元
年
度
鉾
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

　

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
各
施
策
に
取
り
組
ま
れ
、

着
実
に
成
果
が
現
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。
し
か
し
、

今
後
の
合
併
特
例
期
間
の
終
了
に
伴
う
普
通
交
付

税
の
減
額
を
見
据
え
れ
ば
、
財
政
状
況
は
厳
し
く

な
っ
て
い
く
も
の
と
思
う
の
で
、
引
き
続
き
、
自

主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
庫
補
助

金
な
ど
を
活
用
す
る
な
ど
、
一
層
の
努
力
を
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
賛
成
す
る
。

　

評
価
で
き
る
事
業
は
あ
る
が
、
議
会
の
議
決
を

得
ず
物
品
購
入
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
、

法
令
に
反
し
た
こ
と
を
見
過
ご
せ
な
い
の
で
反
対

す
る
。
監
督
者
と
し
て
鉾
田
市
長
、
副
市
長
の
責

任
は
大
き
く
、
今
後
、
今
回
の
件
を
教
訓
に
し
て

再
発
防
止
の
徹
底
を
強
く
求
め
る
。

反　対 賛　成

○
分
科
会
と
は

　
委
員
会
の
審
査
又
は
調
査
を
効
率
的
に
行
う
た
め

に
設
け
る
も
の
。
予
算
・
決
算
委
員
会
に
お
い
て
、

審
査
の
能
率
向
上
を
図
り
、
詳
細
な
検
討
を
行
う
た

め
に
置
く
も
の
。

○
流
れ本

会
議　
決
算
特
別
委
員
会
へ
付
託

決
算
特
別
委
員
会
（
全
体
会
１
日
目
）

　
正
副
委
員
長
互
選
、
分
科
会
設
置

総
務
企
画
分
科
会

経
済
建
設
分
科
会　
所
管
事
項
の
審
査

厚
生
文
教
分
科
会　

決
算
特
別
委
員
会
（
全
体
会
２
日
目
）

　
分
科
会
か
ら
の
報
告
、
質
疑
、
討
論
、

　
議
員
間
討
議
、
採
決

本
会
議　
委
員
長
報
告
、
討
論
、
採
決

　

9
月
18
日
に
行
わ
れ
た
決
算
特
別

委
員
会
で
は
、
各
分
科
会
で
審
査
さ

れ
た
議
案
の
審
査
経
過
が
報
告
さ
れ
、

そ
の
報
告
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
ま

い
し
た
。

　
続
く
討
論
で
は
、
議
案
第
1
号
に
対

し
て
、
物
品
購
入
の
際
に
議
会
の
議

決
を
得
ず
に
契
約
を
行
い
、
物
品
を

購
入
し
た
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
と

の
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

賛
成
討
論
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
各
施
策
に
取
り
組
ま
れ
、
着
実
に

成
果
が
現
わ
れ
て
い
る
と
の
討
論
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
採
決
が
行
わ
れ
、
議
案

第
1
号
令
和
元
年
度
鉾
田
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
は
賛
成
少
数

に
よ
り
不
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
決
算
認
定
に
関
す
る
議

案
は
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

全　
体　
会

【
9
月
18
日
】

　
今
回
の
決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
常
任
委
員
会
毎
で
分
科

会
を
設
置
し
、
集
中
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
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主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

引
き
続
き
鉾
田
市
の
Ｐ
Ｒ
を

人
口
減
少
対
策
事
業
に
お
け
る
シ
テ
ィ
ー
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
業
務
委
託
料
が
前
年
度
よ
り

増
額
し
て
い
る
理
由
は
。

首
都
圏
大
学
生
と
地
元
高
校
生
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
コ
ン
テ
ス
ト
や
首
都
圏
企
業
22
社
と
の
ビ

ジ
ネ
ス
交
流
会
を
実
施
し
た
こ
と
が
要
因
。

今
後
も
様
々
な
分
野
の
企
業
に
周
知
し
て
Ｐ

Ｒ
に
努
め
て
ほ
し
い
。

コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
交
付
の
実
績
は

コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
る
各
種
証
明
交
付
状

況
は
。

取
得
で
き
る
証
明
書
は
、
住
民
票
謄
本
・
抄

本
、
印
鑑
証
明
書
及
び
所
得
証
明
書
等
で
あ

る
。
計
６
９
２
件
の
証
明
書
交
付
が
あ
り
前

年
度
比
１
７
７
％
。毎
年
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
率
が
上
が
る
こ
と
に
伴
い
、
交
付

数
も
増
加
し
て
い
る
。

耕
作
放
棄
地
対
策
を

荒
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
水
田
へ
の
対
策
は
。

他
市
で
レ
ン
コ
ン
畑
や
牧
草
地
と
し
て
活
用

し
て
い
る
事
例
が
あ
る
。
耕
作
地
と
し
て
の

有
効
活
用
を
模
索
し
て
い
き
た
い

空
き
家
に
対
す
る
行
政
の
対
応
は

空
家
対
策
の
進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
市
は
ど

こ
ま
で
介
入
で
き
る
の
か
。

調
査
等
を
行
い
57
棟
が
解
体
に
至
っ
た
。
特

定
空
き
家
に
指
定
を
す
れ
ば
行
政
代
執
行
を

行
う
こ
と
も
可
能
だ
が
、
判
定
委
員
会
等
で

し
っ
か
り
と
見
極
め
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

地
籍
調
査
未
整
備
地
区
の
今
後
の
見
通
し
は

地
籍
調
査
未
整
備
地
区
の
状
況
及
び
見
通
し
は
。

未
整
備
地
区
は
４
地
区
。
３
地
区
は
測
量
を

概
ね
終
了
し
閲
覧
準
備
中
。
令
和
４
年
度
ま

で
に
全
地
区
完
了
予
定
。

予
防
接
種
の
周
知
を

予
防
衛
生
総
務
費
の
不
用
額
の
要
因
は
。

風
し
ん
の
追
加
的
措
置
で
の
抗
体
検
査
、
予

防
接
種
数
が
予
定
よ
り
少
な
か
っ
た
こ
と
及

び
出
産
数
減
少
に
伴
う
乳
児
の
予
防
接
種
数

の
減
が
要
因
。
風
し
ん
抗
体
検
査
等
に
つ
い

て
は
、
事
業
の
周
知
を
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

図
書
館
の
充
実
に
向
け
て

図
書
等
購
入
費
に
係
る
一
人
当
た
り
の
金
額
は
。

一
人
当
た
り
の
資
料
費
は
１
３
１
円
で
県
内

ワ
ー
ス
ト
２
位
。
令
和
２
年
度
は
予
算
が

50
万
円
増
額
に
な
っ
た
。
少
な
い
予
算
の
中

で
も
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
図
書
館
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

小
中
学
校
入
学
準
備
金
は

小
中
学
校
入
学
準
備
金
の
支
払
時
期
と
内
訳
は
。

入
学
前
の
３
月
に
支
給
。
内
訳
は
小
学
生
は

13
名
、計
65
万
７
８
０
０
円
。
中
学
生
は
９
名
、

計
51
万
６
６
０
０
円
。

令
和
元
年
度
決
算
特
集　

決
算
特
別
委
員
会
分
科
会　

主
な
質
疑

総
務
企
画
分
科
会

経
済
建
設
分
科
会

厚
生
文
教
分
科
会

【
9
月
14
日
】

【
9
月
15
日
】

【
9
月
16
日
】

答

答

答答答

答答

答 問

問

問問問

問問

問 提言



全会⼀致で可決した議案等
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令
和
２
年
第
２
回
臨
時
会　

主
な
日
程　

／　

概
要　

／　

提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

8
月
6
日
〔
木
〕
本
会
議

・
開
会

・
会
期
の
決
定

・
諸
般
の
報
告

・
市
長
提
出
議
案
説
明
・

　
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
（
議
案
第
１
号
か
ら
第
３
号
）

※
議
案
第
１
号
に
つ
い
て
は

　
予
算
特
別
委
員
会
で
審
議　

・
閉
会

令
和
２
年
第
２
回
臨
時
会

会
議
名

議　　　案　　　等

第
２
回
臨
時
会

第 1 号 令和２年度鉾田市一般会計補正予算（第５号）

第 2 号 物品購入契約の締結について（防災行政無線戸別受信機購入事業に係る物品契約）

第 3 号 物品購入契約の締結について
（鉾田市立小中学校タブレット端末整備事業（公立学校情報機器整備費補助事業）に係る物品契約）

主 な 日 程
　

令
和
２
年
第
２
回
臨
時
会
は
、
８
月
６
日
の

１
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
市
長
か
ら
国
の
補
正
予
算
第
２
号
に

伴
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
関
連

の
各
種
交
付
金
等
を
活
用
し
た
事
業
を
行
う
た

め
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
な
ど
計

３
件
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
案
第
１
号
に
つ
い
て
は
慎
重
な
審

議
を
行
う
た
め
予
算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

以
上
、
今
臨
時
会
で
は
、
市
長
提
出
の
全
議

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

概 　 　 要

補正予算に計上された新型コロナウイルス感染症対策の主な事業

春のミニドック中止に伴い春のミニドック中止に伴い

小中学生の給食費を６か月分減免します小中学生の給食費を６か月分減免します

新型コロナウイルス感染症第２波・新型コロナウイルス感染症第２波・
第３第３波に備えて波に備えて

特別定額給付金基準日以降に生まれた特別定額給付金基準日以降に生まれた
お子さまがいる世帯へお子さまがいる世帯へ

健康増進事業　　　841 万円健康増進事業　　　841 万円 感染症対策事業　　628 万円感染症対策事業　　628 万円

子育て応援特例給付金支援事業子育て応援特例給付金支援事業  2,104万円　　　　　　　　　　　　  2,104万円　　　　　　　　　　　　

市と個別契約を行った医療機関で胃がん検診市と個別契約を行った医療機関で胃がん検診
をする方に対し、検診料１万円の助成をする方に対し、検診料１万円の助成

市内　旭学校給食センター運営管理事業市内　旭学校給食センター運営管理事業
　　　鉾田学校給食センター運営管理事業　　　鉾田学校給食センター運営管理事業
 7,082万円 7,082万円
市外　小学校運営事業 80万円市外　小学校運営事業 80万円
　　　中学校運営事業  214万円　　　中学校運営事業  214万円

衛生用品等 ( サージカルマスク、消毒液、フェ衛生用品等 ( サージカルマスク、消毒液、フェ
イスシールド等）の購入、備蓄イスシールド等）の購入、備蓄

対象者：本市に令和2年4月27日から住民登録があり、対象者：本市に令和2年4月27日から住民登録があり、
令和2年4月28日から令和３年4月1日までに生まれ令和2年4月28日から令和３年4月1日までに生まれ
本市に住民登録がある子本市に住民登録がある子を出産した方又はその配偶者を出産した方又はその配偶者
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Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
助
成
の
検
討
を

保
健
所
で
濃
厚
接
触
者
と
認
め
ら
れ
ず
行
政

検
査
を
受
け
ら
れ
な
い
方
へ
の
費
用
助
成
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

助
成
に
つ
い
て
は
行
政
で
も
考
え
て
い
く
必
要
は

あ
る
と
思
う
。
積
極
的
に
議
論
し
て
い
き
た
い
。

経
済
を
回
し
な
が
ら
、
感
染
防
止
は
非
常
に

難
し
い
こ
と
。
各
自
治
体
が
し
っ
か
り
防
衛

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
、
補

正
予
算
を
含
め
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

 
歳
以
上
の
方
へ
食
事
券
配
布
へ

高
齢
者
支
援
事
業
で
食
事
券
の
配
布
を
70
歳
以

上
と
し
た
根
拠
は
。ま
た
申
請
は
必
要
な
の
か
。

今
年
度
中
止
に
な
っ
た
敬
老
を
祝
う
会
に
招

待
す
る
年
齢
。
申
請
不
要
で
該
当
者
に
は
食

事
券
を
郵
送
す
る
。

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
や
外
食
時
に
使
用
で
き
る
と

あ
る
が
、
困
難
な
方
へ
の
対
策
は
あ
る
の
か
。

高
齢
者
向
け
宅
配
を
行
っ
て
い
る
業
者
へ
協

力
し
て
も
ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
を
し
て
い

き
た
い
。

70

令
和
２
年
第
２
回
臨
時
会　

予
算
特
別
委
員
会　

主
な
質
疑

主
な
質
疑

代
行
業
が
含
ま
れ
な
い
理
由
は

公
共
交
通
感
染
拡
大
防
止
対
策
事
業
の
支
援
金

対
象
に
運
転
代
行
業
が
含
ま
れ
な
い
理
由
は
。

公
共
交
通
と
し
て
、
国
土
交
通
省
か
ら
の
許
可

を
得
て
い
る
一
般
乗
合
、
一
般
貸
切
、
一
般
乗

用
の
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
を
対
象
と
し
て

い
る
た
め
運
転
代
行
業
は
含
ま
れ
な
い
。

未
就
学
児
の
給
付
金
額
の
根
拠
は

未
就
学
児
の
子
育
て
世
帯
応
援
事
業
の
給
付

金
に
つ
い
て
、
支
給
金
額
児
童
１
人
に
つ
き

２
万
円
の
根
拠
と
支
給
方
法
は
。

就
学
児
の
給
食
費
６
か
月
分
免
除
と
同
等
の

金
額
。
申
請
は
不
要
で
、
児
童
手
当
や
子
育

て
世
帯
臨
時
給
付
金
を
支
給
し
て
い
る
口
座

へ
振
り
込
み
を
行
う
。

人
員
確
保
の
め
ど
は

学
び
の
保
障
支
援
事
業
で
の
学
習
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
及
び
指
導
員
の
人
員
確
保
の
め
ど
は
。

１
年
生
、
６
年
生
の
全
学
級
に
配
置
す
る
学
習

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
は
教
員
免
許
の
有
無
は
問

わ
な
い
。
ま
だ
募
集
を
か
け
て
い
な
い
段
階
な

の
で
め
ど
が
立
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

土
曜
ス
ク
ー
ル
の
指
導
員
は
大
学
生
就
労
支
援

と
い
う
点
で
市
内
在
住
の
大
学
生
。
十
分
な
人

員
確
保
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
退
職
し
た
教

員
な
ど
も
考
え
て
い
る
。

安
心
・
安
全
な
学
校
支
援
事
業
で
の
消
毒
作

業
、
給
食
配
膳
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
任
期
、

募
集
要
件
は
。

任
期
は
９
月
か
ら
翌
年
３
月
19
日
の
授
業
日
、

募
集
要
件
は
各
学
校
の
保
護
者
を
考
え
て
い
る
。

委 

員 

長　

二
重
作　

茂
兵
衛

副
委
員
長　

入
江　

晃

委　
　

員　

議
長
を
除
く
議
員　

委
員
構
成

8月6日設置

予
算
特
別
委
員
会

◎
令
和
２
年
度
鉾
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て
集
中
審
議
を
行
い
ま
し
た

答

答

答答

答答

答 問

問

問問

問問

問

提言



各議員の賛否が分かれた議案等
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令
和
２
年
第
３
回
定
例
会　

主
な
日
程　

／　

提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

会
議
名

議員名

議案等

土
子
勝
也

羽
成
洋
一

鬼
澤
治
男

髙
埜
栄
治

井
川
倫
士

亀
山
　

彰

二
重
作 

茂
兵
衛

小
沼
　

勝

根
嵜
　

眞

水
上 

美
智
子

入
江
　

晃

岩
間
勝
栄

井
川
茂
樹

米
川
宗
司

山
口
　

德

田
口
清
一

堀
田
正
衛

高
野
　

衛

討 論
採
決
結
果

※ 議 案 等
　 について

賛 成 反 対

第　
３　
回　
定　
例　
会

第１号
令和元年度鉾田市
一般会計歳入歳出
決算認定について

● ● ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

○ ○ ○ ● ● ● 水上
髙埜

高野
井川

（倫）
不認定

第２号
令和元年度鉾田市国民
健康保険特別会計歳入
歳出決算認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 羽成 高野 認定

第３号
令和元年度鉾田市後期高
齢者医療特別会計歳入歳
出決算認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 髙埜 高野 認定

第21号 物品購入契約の締
結について（追認） ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

髙埜
井川

（倫）
土子 可決

第22号 物品購入変更契約の
締結について（追認） ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

髙埜
井川

（倫）
亀山 可決

第23号 物品購入契約の締
結について（追認） ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

髙埜
井川

（倫）
羽成 可決

第24号 物品購入変更契約の
締結について(追認) ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

髙埜
井川

（倫）
亀山 可決

第25号
鉾田市長等の給与
の特例に関する条
例の制定について

● ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ 髙埜 小沼 可決

議議案
第４号

鉾田市議会議員政
治倫理条例の一部
を改正する条例

○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● 亀山
高野
髙埜

井川(倫)
米川

可決

議議案
第５号

PC購入契約に関す
る調査特別委員会
の設置について

○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ 亀山
高野

井川
（倫） 否決

○：議案等に対して賛成　　●：議案等に対して反対　　退：退席　　⽋：⽋席　　除：除斥

９
月
３
日
〔
木
〕
本
会
議

・
行
政
報
告
並
び
に
市
長
提
出
議
案(

議
案
第

１
号
か
ら
第
20
号
）
の
説
明
及
び
監
査
報
告

９
月
７
日
〔
月
〕
本
会
議

・
一
般
質
問

９
月
８
日
〔
火
〕
本
会
議

・
一
般
質
問

・
市
長
提
出
議
案
の
説
明
（
議
案
第
21
号
か
ら
第
25
号
）

・
議
案
第
12
号
撤
回

・
議
議
案
第
４
号
提
案
説
明

９
月
10
日
〔
木
〕
本
会
議

・
議
案
第
８
号
か
ら
第
11
号
、
第
13
号
か
ら
第

20
号
質
疑
・
討
論
・
採
決

・
市
長
提
出
議
案
の
説
明
（
議
案
第
26
号
）

・
議
案
第
21
号
か
ら
第
25
号
質
疑

9
月
11
日
〔
金
〕
本
会
議

・
議
議
案
第
５
号
提
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

・
決
算
及
び
財
団
報
告
に
関
す
る
質
疑

・
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置

９
月
14
日
〔
月
〕
総
務
企
画
分
科
会
・
総
務
企
画
常
任
委
員
会

9
月
15
日
〔
火
〕
経
済
建
設
分
科
会
・
経
済
建
設
常
任
委
員
会

９
月
16
日
〔
水
〕
厚
生
文
教
分
科
会

９
月
17
日
〔
木
〕
総
務
企
画
常
任
委
員
会

9
月
18
日
〔
金
〕
決
算
特
別
委
員
会
（
全
体
会
）

9
月
23
日
〔
水
〕
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

9
月
24
日
〔
木
〕
総
務
企
画
常
任
委
員
会

９
月
25
日
〔
金
〕
本
会
議

・
議
案
第
1
号
か
ら
第
７
号
委
員
長
報
告
・
討
論
・
採
決

・
議
案
第
21
号
か
ら
第
24
号
委
員
長
報
告
・
質

疑
・
討
論
・
採
決
及
び
第
25
号
討
論
・
採
決

・
議
案
第
26
号
及
び
議
議
案
第
４
号
質
疑
・
討
論
・
採
決

・
陳
情
第
02-

４
号
及
び
請
願
第
02-

１
号
委
員
長

報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

・
議
議
案
第
６
号
か
ら
第
８
号
提
案
説
明
・
質

疑
・
討
論
・
採
決

令
和
２
年
第
３
回
定
例
会

主 な 日 程
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令
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例
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概
要　

／　

提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

会議名 議　　　案　　　等

第　
３　
回　
定　
例　
会

第4号 令和元年度鉾田市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について
第5号 令和元年度鉾田市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について
第6号 令和元年度鉾田市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
第7号 令和元年度鉾田市水道事業会計収入支出決算認定について
第8号 鉾田市消防団員の定員，任免，給与，服務等に関する条例の一部改正について
第9号 鉾田市税条例の一部改正について
第10号 鉾田市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
第11号 鉾田市立学校設置条例の一部改正について
第13号 令和２年度鉾田市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
第14号 令和２年度鉾田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
第15号 令和２年度鉾田市介護保険特別会計補正予算（第１号）
第16号 令和２年度鉾田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
第17号 令和２年度鉾田市水道事業会計補正予算（第１号）
第18号 令和２年度鉾田市下水道事業会計補正予算（第１号）
第19号 工事請負契約の締結について（防災行政無線（デジタル）整備工事請負契約）
第20号 工事請負契約の締結について（大洋中学校区統合小学校校舎等新築工事請負契約）
第26号 令和２年度鉾田市一般会計補正予算（第６号）

陳情第02-4号 国に対し、「刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書」の採択、提出を求める陳情書
請願第02-1号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書採択を求める請願
議議案第6号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出について
議議案第7号「刑事訴訟法の再審規定（再審法）」の改定を求める意見書の提出について
議議案第8号 教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書の提出について

９
月
３
日
〔
木
〕
本
会
議

・
行
政
報
告
並
び
に
市
長
提
出
議
案(

議
案
第

１
号
か
ら
第
20
号
）
の
説
明
及
び
監
査
報
告

９
月
７
日
〔
月
〕
本
会
議

・
一
般
質
問

９
月
８
日
〔
火
〕
本
会
議

・
一
般
質
問

・
市
長
提
出
議
案
の
説
明
（
議
案
第
21
号
か
ら
第
25
号
）

・
議
案
第
12
号
撤
回

・
議
議
案
第
４
号
提
案
説
明

９
月
10
日
〔
木
〕
本
会
議

・
議
案
第
８
号
か
ら
第
11
号
、
第
13
号
か
ら
第

20
号
質
疑
・
討
論
・
採
決

・
市
長
提
出
議
案
の
説
明
（
議
案
第
26
号
）

・
議
案
第
21
号
か
ら
第
25
号
質
疑

9
月
11
日
〔
金
〕
本
会
議

・
議
議
案
第
５
号
提
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

・
決
算
及
び
財
団
報
告
に
関
す
る
質
疑

・
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置

９
月
14
日
〔
月
〕
総
務
企
画
分
科
会
・
総
務
企
画
常
任
委
員
会

9
月
15
日
〔
火
〕
経
済
建
設
分
科
会
・
経
済
建
設
常
任
委
員
会

９
月
16
日
〔
水
〕
厚
生
文
教
分
科
会

９
月
17
日
〔
木
〕
総
務
企
画
常
任
委
員
会

9
月
18
日
〔
金
〕
決
算
特
別
委
員
会
（
全
体
会
）

9
月
23
日
〔
水
〕
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

9
月
24
日
〔
木
〕
総
務
企
画
常
任
委
員
会

９
月
25
日
〔
金
〕
本
会
議

・
議
案
第
1
号
か
ら
第
７
号
委
員
長
報
告
・
討
論
・
採
決

・
議
案
第
21
号
か
ら
第
24
号
委
員
長
報
告
・
質

疑
・
討
論
・
採
決
及
び
第
25
号
討
論
・
採
決

・
議
案
第
26
号
及
び
議
議
案
第
４
号
質
疑
・
討
論
・
採
決

・
陳
情
第
02-

４
号
及
び
請
願
第
02-

１
号
委
員
長

報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

・
議
議
案
第
６
号
か
ら
第
８
号
提
案
説
明
・
質

疑
・
討
論
・
採
決

　

令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
９
月
25
日
ま
で

の
23
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
案
は
、
市
長
か
ら
令
和
元
年
度
各
会
計
決
算
や
平
成
30
年
度
、

31
年
度
パ
ソ
コ
ン
購
入
契
約
及
び
変
更
契
約
に
対
す
る
追
認
を
求

め
る
も
の
な
ど
計
26
件
が
提
出
さ
れ
、
う
ち
１
件
は
撤
回
さ
れ
ま

し
た
。
議
員
か
ら
は
5
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
令
和
元
年
度
各
会
計
決
算
は
、
決
算
特
別
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
所
管
す
る
分
科
会
毎
で
集
中
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
体
会
で
各
会
長
よ
り
報
告
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
議
員

間
討
議
を
行
い
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。　
　

  （
☞
Ｐ
６
、７
）

　

一
般
質
問
で
は
、
９
人
の
議
員
か
ら
通
告
が
あ
り
、
養
豚
業
の

飼
育
環
境
整
備
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業
進
捗
状
況
、
携
帯
型

緊
急
時
通
報
シ
ス
テ
ム
導
入
・
ゴ
ミ
出
し
支
援
等
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
（
☞
Ｐ
14
～
19
）

　

総
務
企
画
常
任
委
員
会
で
は
陳
情
継
続
審
査
と
「
飯
名
地
区
市

有
地
に
関
る
利
活
用
の
進
捗
状
況
及
び
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」

に
つ
い
て
の
所
管
事
務
調
査
及
び
議
案
第
21
号
か
ら
第
24
号
に
つ

い
て
の
審
査
、
経
済
建
設
常
任
委
員
会
で
は
「
台
風
15
号
被
害

に
関
す
る
補
助
事
業
の
進
捗
状
況
」、「
さ
ん
て
旬
菜
館
の
経
営
状

況
」、「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
商
工
業
者
支
援
事
業
の
進
捗
状
況
」

に
つ
い
て
の
所
管
事
務
調
査
、
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で
は
請
願

審
査
と
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
計
画
と
進
捗
状
況
」、「
社

会
教
育
複
合
施
設
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
」
に
つ
い
て
所
管
事
務

調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
の
令
和
元
年
度
一
般
会
計
決
算
は
不

認
定
。
ま
た
、
議
員
提
出
の
Ｐ
Ｃ
購
入
契
約
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
会
設
置
が
否
決
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は

す
べ
て
可
決
さ
れ
、
請
願
及
び
陳
情
は
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
務
企
画
常
任
委
員
会
か
ら
議
議
案
第
７
号
「『
刑
事
訴

訟
法
の
再
審
規
定
（
再
審
法
）』
の
改
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て
」、
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
か
ら
議
議
案
第
８
号
「
教

職
員
定
数
改
善
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
に
係
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
が
提
出
さ
れ
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
（
☞
Ｐ
19
）

概 　 　 要
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注
目
議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議案第８号　鉾田市消防団員の定員，任免，服務等に関する
                条例の一部改正について

議案第19号　工事請負契約の締結について
　　　　　　（防災行政無線（デジタル）整備工事請負契約）

議案第20号　工事請負契約の締結について
　　　　　　（大洋中学校区統合小学校校舎等新築工事請負契約）

可 決

可 決

可 決

平日昼間の出動率補完を図るため

有事の際、市民への迅速な情報伝達を

令和４年度開校に向けて

消防団員を確保し、消防団活動の補完・充実を図ることを目的とし、特定の消防団活
動に限定して従事する機能別消防団員制度を導入する改正を行うもの

主な質疑

主な質疑

主な質疑

条例改正の概要
　活動機会を限定した機能別団員制度を導入するもの。
規則で定める主な事項等
 ・機能別団員の定数は、条例定数の10分の１以内。
 ・平日昼間の火災への対応ができるように、市内各事業所に「分団に加入していない事業所の
 　職員で構成する隊」を設置できるようにする。
 ・「隊」の出場時間は、原則として事業所の勤務時間内に限定した活動とする。
 ・市役所に職員で構成する「市役所消防隊」を設置したい。

防災行政無線デジタル化に伴い、戸別受信機をデジタル対応機
器に更新します。
デジタル対応型の戸別受信機は令和３年度から順次配布予定です。

市役所内に隊を設置するとある
が将来的な見通しは。

市役所消防隊については、職員16名程度で隊を構
成する。将来的には、事業所に設置する隊のほかに、
消防団OBの登用についても検討していきたい。

設置箇所と工事期間は。 鉾田地区に子局107箇所設置。工期は令和3年9月30日まで。

落札候補者の過去の経営状況、実績、建設業法落札候補者の過去の経営状況、実績、建設業法
違反の有無等を確認し、施工が可能であると判違反の有無等を確認し、施工が可能であると判
断した。断した。
設計業者に聞き取り調査を行い、使用原材料等設計業者に聞き取り調査を行い、使用原材料等
が下落傾向にあり計画通りの品質で施工可能でが下落傾向にあり計画通りの品質で施工可能で
あるとの見解があった。あるとの見解があった。

予定価格に対し、落札金額が約予定価格に対し、落札金額が約
５億8,000万円減だが希望する工５億8,000万円減だが希望する工
事は問題なくできるのか検証はさ事は問題なくできるのか検証はさ
れたのか。れたのか。

答

答

答

答

問

問

問

戸別受信機
イメージ

大洋小学校イメージ大洋小学校イメージ

今定例会において議案第11号が可決今定例会において議案第11号が可決
され、大洋中学校区統合小学校の名され、大洋中学校区統合小学校の名
称は「称は「大洋小学校大洋小学校」に決定しました。」に決定しました。
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注
目
議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議案第21号　物品購入契約の締結について（追認）
議案第22号   物品購入変更契約の締結について（追認）
議案第23号　物品購入契約の締結について（追認）
議案第24号   物品購入変更契約の締結について（追認）

可 決 賛否両論あるも、追認すべし

平成30年度及び平成31年度において、パソコン購入契約、パソコン購入契約の一
部変更をするに当たり、地方自治法の規定により鉾田市議会の議決に付すべき案件
であったにもかかわらず、議会の議決を得ずに契約を締結したため、改めて議会の
議決（追認）を求めるもの

今回のパソコンの購入に関して、事務処理上適正な入札処理が行
われていたのか、また、購入したパソコンは適正な価格で契約さ
れているかを主眼に置き審査することとしました。

そもそもどういうものが議会の議決が必要なの？

４議案に関しては詳細な審査が必要と判断され、総務企画常任委員会に議案が付託
され集中審査することになりました。

総務企画常任委員会からの議案の否決の報告を受け、本会議において賛否に関する
討論が交わされました。

例えば、本案のようにパソコン（動産）の購入にあたり合計額2,000万円以
上の契約をする際には、地方自治法及び市の条例により議会の議決を得
なくてはなりません。
この他にも、地方自治法第96条では議会の議決が必要となる案件が明記
されています。

〇総務企画常任委員会（9月17日、９月24日）

〇本会議（9月25日）

総務企画常任委員会審査結果
執行部から、⼀連のパソコン購入に関する入札から備品購入契約に渡る事務処理
の経過について詳細な説明を受けた結果、
◎入札の過程は適正に執行されていることを確認
◎入札の結果、適正な価格でパソコンが購入されていたことを確認
しかしながら、事務手続きに不適切な処理があったため➡委員会での採決は否決

採決の結果、賛成多数で4議案全て可決されました。

入札の過程は適正に執行されていること、市長その他の職員の処分が行
われていること、第 3 者の不利益を回避するためにも議案に賛成。
地方自治法及び本市条例違反がある。パソコン購入は適正な価格とは言
い難いことから議案に反対。

賛成討論

反対討論

ポイント



議員が市政全般の現状や方
針などを問うものです。
ここでは、一般質問を要約
して掲載します !!？？？一般質問とは？一般質問とは？
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こ
こ
が
聞
き
た
い
!!　

一
般
質
問

議 員 名 質　問　事　項

髙埜　栄治

1

全国第3位の農業産出額を誇る
「鉾田農業」の基幹をなす養豚
業について、日本農業リーダー
自治体として推進すべき「誇れ
る飼育環境整備」等について

2
急傾斜地崩壊危険区域に準じる
地域居住地の安全確保と局所的
短時間豪雨（記録的短時間大雨）
時の市民の安全確保について

3
予算編成時期を前にして、令和
3年度編成方針及びコロナ禍リ
スクを考慮した令和4・5年度2ヶ
年の予算編成の考え方について

高野　　衛

1 新型コロナウイルス感染防止
対策について

2 少人数学級実現について

3 社会教育複合施設整備事業と
平和行政について

4 巴川氾濫対策について

5 西部工業団地内企業との公害
防止協定締結について

亀山　　彰

1 任命後 3 か月で交代した 4 部
長人事について

2 市民全員への 3 万円ばら撒き
政策について

3 統合小学校完成後の旧小学校
利活用について

4 コロナ禍による生活困窮者に
ついて

土子　勝也

1 強い農業・担い手づくり総合
支援事業について

2 中小企業等支援事業について

3 安心・安全な学校生活支援事
業について

4 避難所・避難場所について

議 員 名 質　問　事　項

鬼澤　治男
1 （仮）大洋小学校建設の進捗状

況について

2 徒歩通学路とされる第六・第
七跨線橋の安全性について

根嵜　　眞

1 （仮称）鉾田・大洋線について

2 大洋地区の跨線橋・人道橋に
ついて

3 鉾田市立大洋中学校及び周辺
地域の排水対策について

入江　　晃

1 外国人技能実習生について

2 コロナウイルス感染予防対策
について

3 本年度の事業の進捗状況につ
いて

井川　倫士

1 コロナ禍の中での市の組織運
営と相談体制について

2 新規事業の立案や令和 4 年度
に向けての予算計画について

3 市長の政策立案の考え方につ
いて

水上美智子

1 高齢者が安心して暮らせる環
境づくりについて

2 集中豪雨の取り組みについて

3 「地域未来構想 20 オープンラ
ボ」について

４ 公用車へのドライブレコー
ダー設置について

検　索鉾田市役所ホームページ

鉾田市議会ホームページで
一般質問の会議録を公開しています!

①鉾田市のホームページへアクセス
   「http://www.city.hokota.lg.jp」
②市ガイド内の「鉾田市議会」クリック
③会議録をクリック
※今定例会の会議録は12月上旬公開予定です。

また、各議員の2次元コードを読み込むこと
で、⼀般質問の録画放送を再生できます。

ここが聞きたい!!　一般質問ここが聞きたい!!　一般質問

||お
知らせ|お知らせ|
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P18

P18

P19

P15
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P16
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髙埜 栄治高野　衛
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一
般
質
問　

髙
埜 

栄
治 

議
員　

／　

高
野 

衛 

議
員

用
し
な
が
ら
の
少
人
数
学
級
実

現
を
求
め
る
要
望
を
知
事
に
働

き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
が
如

何
か
。【

教
育
長
】
茨
城
県
教

育
長
協
議
会
に
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。

係
協
議
会
を
通
し
て
要
望
し

て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
県
で
は
平
成
22
年

度
か
ら
少
人
数
教
育
充
実
プ

ラ
ン
推
進
事
業
を
実
施
し
、

小
学
２
年
生
か
ら
６
年
生
に

お
い
て
、
１
つ
の
学
年
で
35

人
を
超
え
る
学
級
が
３
学
級

以
上
あ
る
場
合
は
、
１
学
級

を
増
や
す
こ
と
と
し
て
お
り
、

特
に
２
年
生
は
、
実
質
的
に

35
人
学
級
を
実
現
し
て
い
る
。

政
府
の
経
済
財
政

諮
問
会
議
が
示
し

た
骨
太
の
方
針
２
０
２
０
の
中

に
、
少
人
数
で
の
指
導
の
検
討

全
国
第
３
位
の
農
業

生
産
額
を
誇
る
鉾
田

市
の
養
豚
業
は
、
野
菜
に
次

い
で
１
４
８
億
円
の
重
要
な

産
業
で
あ
る
。
先
に
一
般
質

問
を
し
た
が
、
家
畜
排
せ
つ

物
の
処
理
及
び
利
用
促
進
と

設
備
等
の
環
境
対
策
に
係
る

国
・
県
補
助
金
活
用
に
向
け

て
、
養
豚
事
業
者
か
ら
の
相

談
実
績
及
び
市
独
自
の
上
乗

せ
補
助
制
度
導
入
に
つ
い
て

伺
う
。【

環
境
経
済
部
長
】
養

豚
事
業
者
か
ら
の
相

談
数
は
少
な
い
。
事
業
者
か

コ
ロ
ナ
禍
中
、
子
ど
も

達
は
不
安
を
抱
え
て
い

る
。子
ど
も
達
の
ケ
ア
と
学
び
、

感
染
防
止
の
点
で
40
人
学
級
か

ら
35
人
以
下
へ
の
少
人
数
学
級

の
実
現
は
急
務
で
あ
る
。
市
の

考
え
を
伺
う
。

【
教
育
部
長
】
１
学
級

児
童
生
徒
数
は
、
法

律
で
40
人
以
内
、
小
学
１
年

生
は
35
人
以
内
と
定
め
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
数
字
を
標
準

に
都
道
府
県
教
育
委
員
会
が

定
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

市
の
考
え
の
み
で
の
実
現
は

難
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
関

誇れる飼育環境
整備に向けて

少人数学級の
実現を

ら
相
談
が
あ
れ
ば
国
県
の
必

要
な
補
助
制
度
の
紹
介
や
上

乗
せ
補
助
制
度
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

他
自
治
体
で
は
、

共
同
処
理
施
設
や

自
治
体
設
置
の
ふ
ん
尿
処
理

施
設
の
設
置
事
例
が
あ
り
、

本
市
で
も
酪
農
分
野
で
は
大

洋
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と
い

う
先
進
事
例
も
あ
る
。
畜
産
、

環
境
及
び
政
策
担
当
課
が
協

議
の
上
、施
策
づ
く
り
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

【
環
境
経
済
部
長
】
衛

生
面
や
コ
ス
ト
面
、

労
力
な
ど
養
豚
事
業
者
が
抱

え
る
課
題
は
多
い
が
、
解
決

に
向
け
養
豚
事
業
者
と
連
携

し
て
い
き
た
い
。

鉾
田
市
の
養
豚
業

の
飼
育
環
境
を
国

県
の
様
々
な
助
成
事
業
を
活

用
の
う
え
改
善
し
、
環
境
に

優
し
く
育
て
た
鉾
田
産
豚
を

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
豚
」
と
し
て
全
国

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
欲
し
い
。

養
豚
業
で
使
用
さ
れ

る
注
射
針
及
び
薬
剤

容
器
の
回
収
支
援
策
の
提
案

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
協
議

さ
れ
た
か
伺
う
。

な
ど
が
新
た
に
盛
り
込
ま
れ
、

大
き
く
情
勢
が
変
化
し
て
い

る
。
後
押
し
す
る
意
味
で
も
、

国
へ
力
強
い
要
望
を
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
、
そ
の
考
え
を

伺
う
。【

教
育
長
】
35
人
学
級

の
実
現
は
非
常
に
重

要
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

関
係
協
議
会
を
通
し
て
、
強

く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

市
内
小
学
校
の
統

合
に
よ
っ
て
、
県

が
負
担
す
る
教
職
員
の
人
件

費
な
ど
の
経
費
が
大
幅
に
削
減

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
財
源
を
活

【
環
境
経
済
部
長
】
不

法
投
棄
や
野
焼
き
等

の
政
策
課
題
の
あ
る
農
業
用

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
は
違
い
、

政
策
目
的
の
検
討
が
必
要
と

結
論
付
け
た
。

注
射
針
等
の
回
収

支
援
は
安
価
で
あ

り
、
確
実
に
不
法
投
棄
等
が

な
い
こ
と
を
証
明
で
き
る
政

策
で
あ
る
。日
本
農
業
の
リ
ー

ダ
ー
鉾
田
市
の
先
進
的
な
取

り
組
み
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
い

た
だ
き
た
い
。

提
言

提
言

答答

答

答

答 答

問問

問

再
質
問

再
質
問

再
質
問
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新
聞
紙
上
を
賑
わ
せ

た
市
民
全
員
へ
の

３
万
円
定
額
給
付
の
理
由
と

積
算
根
拠
、
ま
た
、
事
業
費

は
15
億
円
程
度
と
な
る
が
、

そ
の
財
源
に
つ
い
て
伺
う
。

【
市
長
】
感
染
症
予
防

と
社
会
経
済
活
動
の

両
立
の
観
点
か
ら
、
こ
の
コ
ロ

ナ
禍
中
の
閉
塞
感
漂
う
市
民

生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
実

施
す
る
。
具
体
的
内
容
は
決

定
し
だ
い
議
会
に
議
案
を
提

出
す
る
。

新
聞
に
掲
載
さ
れ

て
す
で
に
１
ヶ
月

今
年
度
の
中
小
企
業

支
援
事
業
に
お
い
て

は
、
新
た
な
事
業
に
取
り
組

む
商
工
業
者
や
市
内
に
起
業

す
る
方
に
対
し
て
の
支
援
が

拡
充
さ
れ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り

事
業
が
思
う
よ
う
に
進
ん
で

い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
創

業
支
援
事
業
に
お
け
る
相
談

業
務
と
事
業
者
支
援
補
助
金

に
つ
い
て
の
現
状
に
つ
い
て

伺
う
。【

環
境
経
済
部
長
】
市

で
は
、
創
業
者
支
援

事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

一
般
質
問　

亀
山 

彰 

議
員　

／　

土
子 

勝
也 

議
員

市民全員への3万円
ばら撒き政策

中小企業支援を
手厚く

以
上
も
経
っ
て
い
る
。
何
を

も
っ
て
疲
弊
し
た
市
内
事
業

者
の
実
態
な
の
か
、
ま
た
、

何
を
も
っ
て
市
民
生
活
を
支

え
る
の
か
伺
う
。

【
市
長
】
詳
細
に
つ
い

て
は
、
議
案
を
提
出

し
た
際
に
説
明
す
る
。

議
案
が
提
出
さ
れ

た
際
に
は
、
そ
の

積
算
根
拠
や
財
源
、
給
付
に

よ
る
経
済
効
果
等
の
質
問
と

対
案
を
出
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

新
聞
の
社
説
に
も
あ
っ
た
よ

う
に
「
消
防
士
が
燃
え
上
が

る
母
屋
に
背
を
向
け
て
、
燃

で
い
る
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

の
相
談
業
務
の
確
立
を
図
り
、

商
工
会
に
相
談
に
行
け
ば
、
い

ろ
い
ろ
な
窓
口
の
紹
介
を
受

け
ら
れ
た
り
、
ま
た
セ
ミ
ナ
ー

や
創
業
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
、
中
小
企
業
診
断
士
に
よ

る
経
営
相
談
の
機
会
を
設
け

て
い
る
。
市
で
は
、
創
業
の
た

め
の
家
賃
の
補
助
、
初
期
投

資
の
補
助
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
既
存
の
事
業
者
に

関
す
る
支
援
で
は
、
商
工
会

に
申
し
込
む
と
中
小
企
業
診

断
士
等
の
専
門
家
を
派
遣
し
、

経
営
相
談
を
行
っ
て
い
る
。

え
て
い
な
い
離
れ
や
建
物
に

放
水
す
る
よ
う
な
も
の
で
、

母
屋
の
全
焼
後
に
気
付
か
な

か
っ
た
で
は
す
ま
な
い
。」
配

れ
ば
そ
れ
で
い
い
ん
だ
と
言

う
よ
う
な
答
弁
が
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
た
い
。

　
ま
た
、
15
億
円
が
あ
れ
ば
、

コ
ロ
ナ
対
策
備
品
や
消
耗
品

の
支
援
、
国
の
持
続
化
給
付

金
の
条
件
に
該
当
し
な
い
事

業
者
へ
の
給
付
、
市
内
消
費

を
喚
起
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
発
行
、
収
入
減
少
世

帯
や
生
活
困
窮
者
へ
の
生
活

支
援
、
休
業
補
償
な
ど
様
々

　

こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
中
小

企
業
事
業
者
の
経
営
の
安
定

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
が
ん
ば
る
商
店
支

援
事
業
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
限
ら
ず
、
既
存
の
事
業

者
か
ら
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

補
助
を
実
施
し
て
い
る
。

が
ん
ば
る
商
店
支

援
事
業
で
は
、
ど

の
く
ら
い
の
申
請
が
あ
っ
た

の
か
伺
う
。

【
環
境
経
済
部
長
】
現

在
、
１
８
８
件
の
申

請
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

な
支
援
事
業
が
行
え
る
。　

　

さ
ら
に
、
現
道
舗
装
工
事

や
排
水
工
事
が
15
億
円
を
原

資
に
同
じ
補
助
比
率
で
考
え

れ
ば
、
50
億
円
規
模
の
工
事

が
実
施
で
き
、
市
内
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
多
く
が
概
ね
完

了
す
る
。

　

議
案
を
提
出
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
し
っ
か
り
と
し
た
裏

付
け
と
理
由
、
将
来
の
財
政

状
況
も
併
せ
て
提
案
を
い
た

だ
き
た
い
。こ

の
事
業
で
は
申

請
が
多
く
予
算
が

無
く
な
る
話
を
聞
い
て
い
る
。

な
る
べ
く
多
く
の
方
に
活
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
予
算

の
確
保
を
お
願
い
す
る
。

提
言

提
言

答答

答

答

問問 再
質
問

再
質
問



鬼澤 治男根嵜　眞

1717

い
る
。

　

次
に
、
県
道
鉾
田
鹿
嶋
線

の
二
重
作
・
大
蔵
間
の
今
後

の
整
備
に
つ
い
て
は
、今
年
度
、

本
線
の
流
末
排
水
整
備
の
た

め
の
測
量
と
設
計
を
実
施
し
、

令
和
３
年
度
に
本
線
の
用
地

買
収
を
進
め
る
計
画
と
な
っ

て
い
る
。

さ
れ
、
市
民
交
流
の
一
層
の
促

進
、
鹿
嶋
市
や
神
栖
市
と
の

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
化

さ
れ
、
周
辺
地
域
の
社
会
的
・

経
済
的
発
展
に
大
き
く
寄
与

す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
利
用
者
の
安
全
安

心
を
図
る
た
め
、
道
路
網
の

整
備
と
併
せ
て
交
差
点
部
の

安
全
対
策
に
も
配
慮
し
て
い

く
。
さ
ら
に
、
地
域
住
民
か

ら
の
意
見
等
を
参
考
に
、
道

路
標
識
の
設
置
や
道
路
環
境

整
備
を
は
じ
め
、
信
号
機
設

置
に
つ
い
て
も
県
警
へ
強
く

要
望
し
て
い
き
た
い
。

大
洋
地
内
の
大
洗
鹿

島
線
に
架
か
る
第
６
・

第
７
跨
線
橋
を
通
学
路
に
使

用
す
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
危

険
で
あ
る
。
通
行
止
め
や
踏

切
を
設
置
す
る
こ
と
は
可
能

な
の
か
。
ま
た
跨
線
橋
を
徒

歩
通
学
す
る
児
童
は
何
人
を

見
込
ん
で
い
る
の
か
。

【
教
育
部
長
】
鉾
田
警

察
署
や
鹿
島
臨
海
鉄

道
と
協
議
し
た
結
果
、
通
行

規
制
に
は
周
辺
の
同
意
が
必

要
と
な
り
、
規
制
に
よ
り
通

行
の
不
便
が
発
生
す
る
こ
と

か
ら
、
現
実
的
に
同
意
を
得

（
仮
称
）
市
道
鉾
田
大

洋
線
が
７
月
30
日
に

供
用
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
交
通
安
全
祈
願
式
が
行

わ
れ
た
。
式
典
で
は
市
長
か

ら「
市
民
交
流
の
促
進
や
市
の

一
体
性
の
確
立
が
期
待
さ
れ

る
」と
挨
拶
が
あ
っ
た
。
こ
の

路
線
に
対
す
る
市
長
の
思
い

と
、
交
通
安
全
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。【市

長
】
二
重
作
地
区

か
ら
安
塚
地
区
を
結

ぶ
、
新
設
道
路
の
供
用
開
始

に
よ
り
、
県
道
鉾
田
鹿
嶋
線

と
県
道
大
竹
鉾
田
線
が
接
続

一
般
質
問　

鬼
澤 

治
男 

議
員　

／　

根
嵜 

眞 

議
員

第6·第7跨線橋の
安全性

（仮称）市道鉾田
大洋線の交通
安全対策

る
の
は
不
可
能
で
は
と
の
見

解
で
あ
っ
た
。
ま
た
踏
切
設
置

は
、
法
令
等
に
よ
り
鉄
道
と

道
路
は
平
面
交
差
し
て
は
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
設
置
は
で

き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

今
後
の
バ
ス
ル
ー
ト
や
乗

降
場
所
、
将
来
的
な
児
童
数

の
入
れ
替
わ
り
に
よ
り
変
動

す
る
が
、
現
時
点
で
両
跨
線

橋
を
利
用
す
る
児
童
は
35
名

と
見
込
ん
で
い
る
。

徒
歩
通
学
児
童
数

は
、
私
の
試
算
で

は
約
60
名
を
見
込
ん
で
い
る
。

危
険
な
跨
線
橋
を
使
わ
せ
た

く
な
い
と
の
理
由
か
ら
、
通

学
距
離
が
１
・
５
㎞
～
２
㎞

未
満
の
児
童
が
学
校
と
は
逆

の
方
向
に
歩
き
、
２
㎞
地
点

付
近
の
乗
降
場
所
で
ス
ク
ー

ル
バ
ス
に
乗
る
こ
と
が
、
鉾

田
北
小
や
鉾
田
南
小
の
乗
車

事
例
か
ら
想
定
さ
れ
る
。
最

良
の
方
法
を
選
択
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

仮
に
人
道
橋
を
建
設

す
る
場
合
、
予
算
や

そ
の
財
源
、
工
期
、
必
要
な

許
認
可
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
の
か
伺
う
。

鉾
田
大
洋
線
の
鉾

田
か
ら
青
山
間
、

二
重
作
か
ら
大
蔵
間
の
道
路

整
備
が
遅
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
今
後
の
整
備
に
つ
い
て

伺
う
。【

建
設
部
長
】
安
塚
地

内
の
県
道
大
竹
鉾
田

線
か
ら
烟
田
地
内
の
県
道
大

竹
鉾
田
線
バ
イ
パ
ス
ま
で
を

結
ぶ
路
線
の
今
後
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
現
在
設
計
業
務

を
進
め
る
と
と
も
に
、
用
地

測
量
業
務
を
発
注
し
、
道
路

用
地
の
算
定
を
進
め
用
地
買

収
を
進
め
る
計
画
と
な
っ
て

【
教
育
部
長
】
概
算
予

算
で
約
１
億
２
千
万

円
を
見
込
み
、
財
源
に
は
現

段
階
で
国
の
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
が
考
え
ら
れ
る
。

工
期
は
約
12
ヶ
月
が
見
込
ま

れ
、
許
認
可
に
つ
い
て
は
、
農

地
が
関
係
す
る
場
合
は
農
振

除
外
や
農
地
転
用
等
の
手
続

き
が
必
要
と
な
る
。

建
設
前
提
で
の
質

問
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
内
容
を
ぜ
ひ
前
向
き
に

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

提
言

提
言

答答

答

答

問問

問再
質
問



入江　晃井川 倫士

1818

一
般
質
問　

入
江 

晃 

議
員　

／　

井
川 

倫
士 

議
員

コロナ禍における
事業の進捗状況は

リモートワーク
推進の状況は

令
和
２
年
度
に
予
定

さ
れ
て
い
る
人
口
減

少
対
策
事
業
、
飯
名
地
区
市

有
地
利
活
用
事
業
、
社
会
教

育
複
合
施
設
整
備
事
業
、
涸

沼
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
係
る

施
設
等
整
備
事
業
、
安
塚
地

区
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

【
政
策
企
画
部
長
】
人

口
減
少
対
策
事
業
の

一
部
事
業
に
お
い
て
未
実
施

が
あ
る
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
情

報
を
注
視
し
な
が
ら
実
施
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

飯
名
地
区
市
有
地
利
活
用

市
で
は
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
の
推
進
に
向

け
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
の

検
討
を
進
め
て
い
る
が
、
そ

の
実
施
時
期
と
工
程
の
詳
細

に
つ
い
て
伺
う
。

【
政
策
企
画
部
長
】

ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ

ム
用
機
器
及
び
周
辺
設
備
を

各
課
等
に
整
備
す
る
予
定
で

あ
る
。
年
内
に
は
光
回
線
や

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
へ
の
改
修
を

行
う
と
と
も
に
、
機
器
等
を

購
入
す
る
。
各
課
に
は
、
２

台
ず
つ
カ
メ
ラ
付
き
ノ
ー
ト

型
パ
ソ
コ
ン
等
を
整
備
し
、

事
業
に
つ
い
て
は
、
基
本
構

想
の
策
定
を
進
め
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
検

討
委
員
会
が
開
催
で
き
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。

【
教
育
部
長
】
社
会
教

育
複
合
施
設
整
備
事

業
は
、
旧
校
舎
改
修
工
事
を

年
度
内
に
完
了
さ
せ
、
令
和

３
年
４
月
に
適
応
指
導
教
室
、

こ
と
ば
の
教
室
、
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
を
開
設

す
る
予
定
で
あ
る
。

【
環
境
経
済
部
長
】
涸

沼
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

に
係
る
施
設
等
整
備
事
業
は
、

遠
隔
会
議
等
に
使
用
す
る
予

定
で
あ
る
。

民
間
事
業
者
の
テ
レ

ワ
ー
ク
推
進
並
び
に

東
京
圏
か
ら
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
が
国
県
事
業
と
し
て
進
ん

で
い
る
。
本
市
の
取
り
組
み

状
況
と
次
年
度
以
降
の
事
業

計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

【
政
策
企
画
部
長
】
市

で
は
、
時
間
的
制
約

を
受
け
る
女
性
な
ど
の
市
民

を
対
象
に
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
の

習
得
と
向
上
を
図
り
、
テ
レ

ワ
ー
ク
に
よ
る
就
業
や
新
た

な
雇
用
創
出
に
つ
な
げ
る
た

現
在
、
公
園
整
備
の
基
本
設

計
及
び
実
施
設
計
を
発
注
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
９

月
上
旬
か
ら
は
、
県
道
改
良

工
事
か
ら
発
生
す
る
土
砂
を

公
園
用
地
に
搬
入
す
る
計
画

で
あ
る
。
令
和
３
年
度
か
ら

は
、
公
園
進
入
路
と
水
鳥
・

湿
地
セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
地

の
造
成
工
事
を
行
う
予
定
で

あ
る
。【

上
下
水
道
部
長
】
安

塚
地
区
公
園
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

度
は
、
１
期
工
事
と
し
て
敷

地
造
成
と
排
水
設
備
整
備
が

め
、
Ｉ
Ｔ
教
育
を
通
じ
た
鉾

田
市
み
ら
い
人
材
育
成
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

　

次
年
度
以
降
に
は
、
内
閣

府
が
示
す
「
地
域
未
来
構
想

２
０
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
」
を
活

用
し
つ
つ
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
、

将
来
的
に
は
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
の
設
置
や
Ｉ
Ｔ
企
業

の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

誘
致
を
図
り
な
が
ら
、
首
都

圏
居
住
者
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

主
な
工
事
で
、
令
和
３
年
２

月
の
工
事
完
了
を
予
定
し
て

い
る
。
令
和
３
年
度
の
２
期

工
事
は
、
駐
車
場
舗
装
や
法

面
植
栽
工
事
等
を
予
定
し
、

こ
れ
を
も
っ
て
事
業
全
体
の

竣
工
を
予
定
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

大
変
な
思
い
で
職

員
が
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
だ
か
ら
と
言
っ

て
ミ
ス
は
許
さ
れ
な
い
の
で
、

慎
重
に
は
慎
重
を
重
ね
、
最

後
ま
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

市
役
所
内
に
パ
ソ

コ
ン
の
特
に
通
信

シ
ス
テ
ム
に
詳
し
い
人
材
は

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
シ

ス
テ
ム
構
築
の
計
画
を
作
る

う
え
で
も
、
外
部
の
専
門
講

師
若
し
く
は
コ
ン
サ
ル
を
雇

う
な
ど
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
県
庁
に
専
門
の
部

署
を
設
け
て
も
ら
い
、
必
要

な
相
談
や
人
材
を
派
遣
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
知
事
に
要

望
活
動
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

ぜ
ひ
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

提
言

提
言

答答

答答答

答

問問

問



水上 美智子

1919

一
般
質
問　

水
上 

美
智
子 

議
員　

／　

請
願
審
査
報
告

高齢者が安心して
暮らせる環境づくり

固
定
電
話
を
持
た
な

い
65
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
に
し

た
携
帯
型
端
末
の
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
自

治
体
が
あ
る
が
、
本
市
で
導
入

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

【
福
祉
保
健
部
長
】
本

市
の
現
シ
ス
テ
ム
は
、

固
定
電
話
回
線
を
介
し
、
鹿

行
広
域
消
防
本
部
に
直
接
通

報
さ
れ
る
も
の
で
、
本
市
と

行
方
市
、
潮
来
市
で
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
現
シ
ス
テ
ム

は
携
帯
型
に
対
応
せ
ず
、
新

た
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

こ
と
と
な
る
。
費
用
対
効
果

を
見
極
め
な
が
ら
、
関
係
市

及
び
消
防
本
部
と
協
議
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

シ
ス
テ
ム
の
設
置

対
象
者
数
と
実
際

の
設
置
者
数
を
伺
う
。
ま
た
、

最
近
シ
ス
テ
ム
を
利
用
さ
れ

た
回
数
を
伺
う
。

【
福
祉
保
健
部
長
】
対

象
の
高
齢
者
単
身
世

帯
は
、
令
和
２
年
４
月
現
在

で
旭
地
区
５
７
３
世
帯
、
鉾

田
地
区
１
５
５
６
世
帯
、
大

洋
地
区
１
２
９
０
世
帯
で
、

う
ち
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

い
る
の
が
１
９
８
世
帯
で
あ

る
。
利
用
回
数
は
、
令
和
元

年
度
53
件
で
あ
る
が
、
う
ち

28
件
が
誤
報
で
あ
っ
た
。

夏
の
猛
暑
や
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
、
外

出
が
で
き
ず
自
宅
に
こ
も
り

体
調
を
崩
す
方
も
い
る
。
い

ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
も

導
入
に
つ
い
て
前
向
き
な
検

討
を
願
い
た
い
。

国
で
は
で
き
る
限
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む

た
め
の
施
策
の
一
つ
と
し
て
、

ご
み
出
し
が
困
難
な
状
況
に

あ
る
高
齢
者
に
対
し
、
ご
み

出
し
支
援
の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
る
。
本
市
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

【
福
祉
保
健
部
長
】
高

齢
化
率
は
33
・14
％
と

高
く
、
少
子
化
と
合
わ
せ
、

ご
み
出
し
に
困
難
を
来
た
す

家
庭
が
増
え
る
こ
と
は
予
想

さ
れ
る
。
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
効
果
的
な
方
法

を
模
索
し
た
い
。

高
齢
者
の
ご
み
出

し
の
現
状
を
把
握

し
た
上
で
、
検
討
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

請 願 審 査

【請願内容】
　本請願は、計画的な教職員定数による少人数学級
の推進並びに子どもたちの教育機会の均等と水準の
維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度を堅
持することについて、国会及び政府に対し意見書の
提出を求める内容です。

【審査経過】
　厚生文教常任委員会に付託され、参考人の出席を
求め審査を行いました。
　審査においては、鉾田市の教育現場が抱える課題
や昨今のコロナ禍も含めた教職員の業務実態などに
関する聞き取り、質疑応答を行いました。児童生徒
に行き届いた教育の提供と教職員の人材確保に向け
た教育予算の確保及び少人数学級の実現を求める本
請願の趣旨に賛同するとの意見が述べられ、本請願
は願意妥当と認め、全会⼀致で採択となりました。

教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制
度堅持に係る意見書 （※一部抜粋）

　学校現場における課題が複雑化・困難化する中で子
どもたちのゆたかな学びを実現するためには、教材研
究や授業準備の時間を十分に確保することが不可⽋で
す。教職員の長時間労働を是正するためにも教職員定
数改善は⽋かせません。
　3月に実施された全国一斉休校など、コロナ禍の中
での安全、衛生対策や保護者への対応の増加により、
教職員の仕事量が増えています。
　義務教育費国庫負担制度については、国の施策とし
て定数改善にむけた財源保障をし、子どもたちが一定
水準の教育を受けられることが憲法上の要請です。
　教職員の働き方改革の取組みを加速させるため、ま
た地方自治体が計画的に教育行政を進めることができ
るよう下記の措置を講じられるよう強く要請します。

記
１．計画的な教職員定数改善により少人数学級を推

進すること。
２．教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、

義務教育費国庫負担制度を堅持すること。

教職員定数改善と義務教育費国庫負
担制度堅持のための政府予算に係る
意見書採択を求める請願

採 択 請願第０２－１号

国に対し意見書を提出しました

提
言

提
言

答

答

答

問

問

再
質
問



令和2年第4回定例会（12月）定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

11/29 30 12/1 2 3
本会議

（開会）

4 5

6 7
一般質問

8
一般質問

9
一般質問

10 11
常任委員会

12

13 14
常任委員会

15
常任委員会

16 17 18
本会議

（閉会）

19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 1/1 2

※日程は変更になる場合があります。

令和２年第３回定例会延べ傍聴者数 84名
議会映像配信視聴数 552アクセス
 （令和２年9月3日～令和２年10月8日）

編 集 後 記編 集 後 記

編
集
委
員

傍 聴 者 の 声

議会を傍聴してみませんか!
次回の定例会は

12月3日㈭〜
開会は午前10時です

事前の予約は不要ですので、市役所3階事務局前
にお越しいただき、傍聴の受付をしてください。
※日程は変更になる場合があります。

　コロナ禍ということで、今回傍聴は自
粛して、初めて映像配信を拝見しました。
　自宅で議会を見ることができるのは、
外出自粛をしている昨今はもとより、な
かなか傍聴に行くことが困難な方や傍聴
に対し敷居が高いとためらっている方に
もいいと思いました。
　こんなご時世だからというわけではな
いですが、行政や議員がよりよい鉾田市
を目指すためにどんな議論をしているの
か自分の目や耳で確かめることが大切だ
と感じました。

造谷第一区長
須加野　栄

　ほこた市議会だよりをご愛読いただき、あ
りがとうございます。
　収束の見通しが立たず、全世界で猛威を振
るう新型コロナウイルス感染症による影響
は、鉾田市の教育、福祉、農業や商工業の産
業分野など様々にまでおよび、私たちの市民
生活も大きく変化したと感じます。
　１日も早い平穏な日常生活が戻ることを願
うとともに、新型コロナウイルス感染症対策
に従事する皆さまに心から御礼と感謝を申し
上げます。
　これからは、肌寒い日が続きます。また、
インフルエンザの時期を迎えます。季節の変
わり目は、体調を崩しやすいとも言われてお
りますので、マスクの着用やうがい・手洗い
の徹底、予防接種など、体調を崩さぬよう暖
かくしてお過ごしください。
　　　　　　　　　　　　（土子　勝也　記）

委 員 長　水上　美智子
副委員長　鬼澤　治男
委　　員　根嵜　　眞　　髙埜　栄治
　　　　　羽成　洋一　　土子　勝也
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インターネット配信を視聴して

元気いっぱい選手宣誓！～鉾田幼稚園運動会～


